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廿
光
籍
王
寺
蔵
『
翡
事
表
日
』
枡
股
闘
岳
の
方
法
令
↓

ー
摸
文
屑
誤
の
表
現
と
そ
の
意
闘
を
め
ぐ
っ
て
—

山
本
真
吾

三
、
抜
祇
国
悪
鬼
毘
沙
々
懺
悔
説
話

m説
話
の
梗
概

本
書
第
五
篇
（
五
九
五
頁
下
1
行
S
六
0
五
頁
上

16行
）
は
、
十
九
歳

で
夭
折
し
た
熊
野
殿
の
中
陰
（
四
十
九
日
）
の
追
善
供
養
の
際
の
も
の
で
、

一
品
経
・
釈
迦
如
来
三
尊
の
釈
義
と
施
主
分
（
六
0
二
頁
上

8
行

S
)
と

か
ら
成
り
、
こ
の
施
主
分
に
、
抜
祇
国
の
悪
鬼
．
毘
沙
々
の
懺
悔
説
話
が

引
載
さ
れ
て
い
る
。
原
本
紙
焼
写
真
に
拠
れ
ば
、
七
二
丁
裏
6
行
か
ら
七

九
丁
表
3
行
に
亙
る
八
十
九
行
（
一
行
十
四
字
程
度
を
記
す
）
も
の
言
語

量
を
有
し
、
登
場
人
物
の
会
話
を
巧
み
に
織
り
混
ぜ
る
叙
述
は
詳
細
を
極

め
、
本
書
中
最
も
規
模
の
大
き
な
説
話
で
あ
る
。
施
主
分
は
、
こ
の
毘
沙

々
説
話
が
大
部
分
を
占
め
、
そ
の
前
後
に
施
主
等
に
向
け
ら
れ
た
文
言
を

わ
ず
か
に
添
え
る
程
度
で
あ
り
、
本
説
話
に
よ
っ
て
施
主
分
に
お
け
る
主

張
を
語
ら
せ
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

説
話
引
用
の
形
式
は
、
改
行
を
行
い
、
説
話
冒
頭
に
は
科
段
符
を
付
し

て
導
入
部
を
示
す
型
で
、
説
話
で
あ
る
こ
と
が
明
示
的
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
前
稿
（
二
、
唐
岸
禅
師
往
生
説
話
）
（
注
1
)

と
同
様
、
こ
の
説

話
の
梗
概
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

1
、
昔
、
仏
在
世
の
時
、
抜
祇
国
に
毘
沙
々
と
い
う
悪
鬼
が
住
ん
で
お
り

人
民
を
殺
害
し
て
食
し
て
い
た
。
国
中
の
人
が
こ
れ
を
嘆
い
て
一
計
を

案
じ
他
国
へ
の
脱
出
を
企
て
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
毘
沙
々
の
知
る

所
と
な
り
、
そ
の
企
て
の
無
謀
な
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
悪

鬼
は
人
民
の
嘆
き
に
理
解
を
示
し
、
毎
日
一
人
を
贄
に
祀
る
こ
と
で
由

無
く
多
く
の
人
を
殺
害
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
約
束
を
し
、
人
民

も
こ
れ
を
承
諾
し
た
。
（
六
0
二
下

11s六
0
三
上

4
)

2
、
善
覚
長
者
の
子
に
那
優
羅
と
い
う
小
児
が
お
り
、
他
に
兄
弟
な
ど
無

い
一
人
っ
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
那
優
羅
が
贄
の
順
に
当
た
り
父
母
の
悲

し
み
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
取
り
決
め
を

違
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
鬼
王
の
窟
口
に
置
い
て
帰
ろ
う
と
す
る
。

長
者
は
声
を
挙
げ
て
釈
迦
如
来
に
那
優
羅
を
失
う
悲
し
み
を
訴
え
救
命

を
願
う
。
（
六
0
三
上

5
S六
0
三
下
8
)

3
、
釈
迦
如
来
、
天
眼
天
耳
を
以
て
こ
の
事
態
を
知
り
、
鬼
王
の
住
所
に

飛
来
し
た
。
釈
迦
は
小
児
に
自
ら
の
正
体
を
明
ら
か
に
し
悪
鬼
を
降
伏

し
小
児
を
救
命
す
る
た
め
に
来
た
の
だ
と
告
げ
る
。
小
児
、
大
い
に
喜

ん
で
釈
迦
よ
り
法
眼
浄
を
得
る
。
（
六
0
三
下
9
S
六
0
四
上

3
)

4
、
悪
鬼
は
、
こ
れ
を
見
て
大
職
志
を
起
し
刀
剣
を
降
ら
せ
て
仏
を
攻
撃

す
る
が
、
衣
の
端
さ
え
揺
る
が
な
い
。
そ
こ
で
、
故
行
・
新
行
・
行
滅

の
難
題
を
課
し
て
征
服
し
よ
う
と
す
る
が
、
こ
れ
も
仏
は
簡
単
に
答
え
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て
し
ま
う
。
悪
鬼
は
窮
し
て
今
日
の
食
分
で
あ
る
小
児
を
返
し
て
く
れ

る
よ
う
仏
に
せ
が
む
。
（
六
0
四
頁
上

4
S六
0
四
頁
上

13)

5
、
釈
迦
は
、
毘
沙
々
に
、
お
前
は
か
つ
て
沙
門
で
あ
っ
た
が
梵
行
を
破

っ
た
こ
と
に
よ
り
悪
鬼
と
な
っ
た
の
だ
と
因
縁
を
語
る
や
、
毘
沙
々
噺

愧
し
て
、
山
谷
・
千
両
の
真
金
を
仏
に
奉
り
、
納
受
を
乞
う
こ
と
で
許

さ
れ
る
。
（
六

0
四
頁
上

1
4
S六
0
四
頁
下
6
)

6
、
さ
ら
に
悪
鬼
は
、
仏
よ
り
教
勅
を
承
け
抜
祇
城
に
赴
い
て
そ
れ
を
伝

え
る
。
善
覚
長
者
、
こ
れ
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
八
万
四
千
の
民
と
共
に

仏
所
に
詣
で
る
。
皆
、
法
眼
浄
を
得
て
、
善
覚
・
那
優
羅
親
子
も
聖
果

を
得
、
長
者
は
那
優
羅
に
家
を
継
が
せ
た
。
釈
迦
如
来
在
世
に
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
六
0
四
頁
下
7
S六
0
四
頁
下
16)

四
類
話
と
の
比
較

本
説
話
の
類
話
と
し
て
は
、
梁
の
宝
唱
等
の
撰
に
成
る
『
経
律
異
相
』

（
大
正
蔵
五
十
三
・
事
彙
部
上
）
巻
第
四
十
六
「
毘
沙
悪
鬼
食
敢
人
民
遇

佛
悟
解
七
」
と
そ
の
出
典
た
る
『
増
壱
阿
含
経
』
（
大
正
蔵
ニ
・
阿
含
部

下
）
巻
第
十
四
（
二
）
を
見
出
し
て
い
る
。
『
増
壱
阿
含
経
』
の
方
が
文

章
量
も
多
く
詳
し
い
内
容
を
有
し
て
い
る
が
、
『
諸
事
表
白
』
説
話
と
の

本
文
の
近
似
度
は
概
ね
『
経
律
異
相
』
が
高
い
。
因
み
に
、
『
諸
事
表
白
』

所
収
説
話
二
十
篇
中
に
は
、
本
説
話
以
外
に
も
、
第
六
篇
⑯
「
有
迦
長
者

の
娘
須
摩
提
女
の
事
」
（
↓
『
経
律
異
相
』
巻
第
十
二
）
、
同
⑱
「
迦
羅

越
長
者
の
事
」
（
↓
同
巻
第
三
十
六
？
）
、
第
七
篇
⑲
「
金
地
国
の
后
、

国
王
荼
毘
の
火
に
身
を
投
ず
る
事
」
（
↓
同
巻
第
十
四
）
の
如
く
、
『
経

律
異
相
』
に
類
話
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
『
諸
事
表
白
』

諸
篇
の
筆
録
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
か
否
か
も
未
詳
で
あ
り
、
か
つ
個
々

の
説
話
の
直
接
の
依
拠
資
料
も
確
定
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
は
、
こ
の
事

実
を
も
っ
て
本
説
話
の
出
典
文
献
と
し
て
『
経
律
異
相
』
を
扱
う
に
は
慎

重
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
従
っ
て
当
面
は
類
話
と
し
て
扱
い
検
討
す
る

こ
と
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

以
下
に
は
、
前
稿
と
同
様
、

[
I
]

『
経
律
異
相
』
と
『
諸
事
表
白
』

の
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
が
叙
述
内
容
で
共
通
す
る
箇
所
と
、

[II]
両
者
が

異
な
る
箇
所
と
に
二
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ

mで
分
け
た
1
S
6
の
プ
ロ
ッ
ト

毎
に
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

[
I
]
両
者
に
共
通
す
る
箇
所

〔
プ
ロ
ッ
ト
1
〕

①
跛
祇
國
界
有
鬼
。
名
為
毘
沙
。
極
為
兇
暴
。
殺
民
無
量
日
恒
敷
十
人
。

皆
共
集
而
作
是
説
。
可
避
此
國
遠
至
他
界
。
（
『
経
律
異
相
』
・
「
毘

沙
悪
鬼
食
嗽
人
民
遇
佛
悟
解
七
」
）

↓
昔
、
ソ
佛
在
世
／
時
、
抜
（
入
躙
）
祇
（
上
獨
）
國
＿
＿
有
lJ
キ
毘
沙
々
卜
申
ス
悪
鬼
。

殺
害
、
ど
ァ
諸
｝
人
民
う
以
テ
為
食
＋
。
國
中
｝
諸
人
歎
＿
ァ
之

T
、
一
所

ー
ー
票
廻
ラ
シ
テ
計
う
ィ
ヲ
擬
ヨ
免
迂
カ
ム
ト
此
難
う
。
（
中
略
）
各

可
キ
遷
ッ
ル
他
國

f
之
様
ヲ
評
（
平
）
定
ス
ル
程
＿
＿
（
『
諸
事
表
白
』
、

以
下
こ
の
順
に
示
す
。
）

②
鬼
知
人
心
便
語
彼
人
日
。
汝
等
菓
離
此
慮
至
他
邦
土
。
終
不
免
吾
手
。

卿
日

H
持
一
人
祠
吾
便
不
擾
汝
。
時
跛
祇
人
日
収
一
人
祠
゜
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↓
鬼
神
知
＿
ァ
此
事
う
申
様
ハ
‘
「
汝
等
可
、
ど
ァ
然
1
我
ヵ
顕
領
〶
ト
ナ

レ
リ
。
イ
ッ
ク
ノ
雲
ー
ハ
テ
海
ー
ハ
テ
ニ
ア
リ
ト
モ
我
ヵ
手
ヲ
A
不
可

離
叫
゜
而
ヲ
去
＿
ァ
移
ラ
ウ
ト
他
國
―
一
ー
擬
ス
ル
之
条
、
甚
ク
以
愚
ナ
IJo

、

イ

ワ

レ

又
汝
等
所
口
歎
↓
有
リ
謂
1
。
サ
リ
ト
テ
又
我
食
分
ヲ
ハ
非
ス
可
キ
ー
ー

留

i。
サ
レ
ハ
毎
日
一
人
ヲ
定
さ
ァ
ニ
エ
ニ
祠
。
守
＿
ァ
次
第
う
無
違
1

ル
事
。
無
ゥ
由
モ
多
ー
人
ヲ
害
（
平
獨
）
セ
ム
事
モ
富
で
鉦
等
益
1
也
」
ト

云
々
。
人
民
承
（
上
獨
）
諾
（
入
幅
漏
）
、
ど
ァ
之
う
、
指
、
ど
ァ
次
第
↓
送
ク
テ
一

人
う
、

〔
プ
ロ
ッ
ト
2
〕

③
時
有
長
者
子
名
日
善
覺
。
在
彼
住
止
饒
財
多
賓
゜
兒
名
那
優
羅
。
唯
有

一
子
。
有
此
限
制
。
兒
那
優
羅
應
祠
是
鬼
。
父
母
沐
浴
此
小
兒
党
。
興

著
好
衣
至
彼
鬼
所
。
諦
哭
喚
呼
不
可
稽
計
。

↓
一
人
ー
長
者
ア
リ
。
名
＿
ァ
日
7
善
覺

t
其
ー
長
者
＿
＿
有
リ
一
子
1
0

ナ

ウ

名
＿
ァ
日
ク
那
優
羅
＋
。
無
、
ソ
兄
1
、
無
、
ソ
弟
+
‘
無
、
ソ
他
腹
1
、
無
、
ソ

マモ

養
子
（
平
漏
）
一
。
最
（
去
）
愛
元
ク
シ
ー
ァ
極
T
、
如
、
必
寸
ル
ヵ
眼
精
う
。
ソ

レ
ニ
人
コ
ソ
多
ゥ
候
ヒ
ケ
メ
‘
此
ー
少
兒
、
ソ
モ
営
オ
リ
鬼
王
ー
贄
ー
順

キ
ウ

ー
一
ー
父
母
ー
長
者
悲
泣
ス
ル
コ
ト
不
可
稽
計
（
平
躙
）
う
。
以
モ
七
珍
万
賓
ヲ

不
可
償
ヴ
、
以
モ
百
千
ー
牛
羊
（
上
）
う
不
可
替
↓
。
サ
ヤ
ウ
ノ
鬼
王
ー

習
ヒ
ト
シ
テ
一
ヒ
約
束
、
ソ
ツ
ル
事
更
＿
＿
元
、
ソ
違
咄
コ
ト
。
故
ー
ー
イ
カ
ニ

モ
ぐ
ヽ
ス
ヘ
キ
様
ナ
ク
シ
テ
、
泣
/
ヽ
沐
（
入
）
浴
（
入
）
潔
（
入
）
清
（
平
）
シ
テ

シ

ウ

イ

シ

ャ

ウ

ト

モ

綾
羅
錦
繍
ヲ
最
後
ー
衣
ー
裳
（
平
）
タ
チ
キ
セ
テ
臨
＿
ァ
其
日
之
、
父
母
脊

属
引
率
、
ソ
ー
ァ
輝
奎
？
ァ
塚
ー
間
'
1
一
鬼
王
ー
窟
ー
ロ
チ
ー
ー
置
ィ
テ
欲
ス

シ

タ

レ

テ

・

ル
ー
ー
靡
う
ム
ト
、
父
母
脊
属
＂
悲
ァ
少
兒
う
泣
キ
少
兒
＂
慕
父
母
う
泣

ク
時
＿
＿
‘

④
並
作
是
説
。
諸
鬼
地
神
皆
共
證
明
。
我
此
一
子
。
願
擁
此
兒
使
得
免
済

輝
提
桓
因
及
梵
天
王
。
諸
如
来
弟
子
漏
盤
阿
羅
漢
及
辟
支
佛
゜
乃
至
如

来
最
尊
最
上
良
祐
福
田
。
無
有
出
如
来
上
者
。
営
萎
察
之
。
願
如
来
営

照
此
至
心
。
以
兒
付
鬼
使
退
而
去
。

ア
ケ
テ

↓
長
者
攀
繋
う
申
ス
様
ハ
‘

「
天
神
地
祇
諸
共
＿
＿
可
、
ソ
證
明
吾
、
プ
玉
7

我
身
＿
＿
有
リ
唯
、
ソ
此
一
子
ブ
ミ
。
今
牌
g
、
ソ
成
ル
鬼
王
）
食
＋
。
願
A

諸
）
神
祇
冥
衆
證
明
、
ソ
此
事
う
給
へ
。
我
レ
一
子
ヲ
失
7
悲
ミ
道
理
有

ル
歎
元
ィ
敷
。
（
中
略
）
四
大
天
王
A
居
、
ど
ァ
須
禰
半
腹
之
目
近
ゥ
見

給
ラ
ム
。
願
A
垂
土
テ
加
護
う
救
玉
へ
我
子
）
命
チ
ヲ
゜
梵
天
帝
尺
A

虚
、
ど
ァ
高
壼
之
閣
一
,
1
‘
居
＿
ァ
須
禰
頂
一
,
1
、
御
覧
ラ
ム
。
我
レ
奉
ル
蹄
命

、
プ
救
玉
へ
我
ヵ
兒
）
命
う
。
諸
ー
如
来
）
御
弟
子
三
明
六
通
）
大
羅
漢

達
）
諸
｝
辟
（
入
獨
）
支
（
上
）
佛
ー
聖
人
無
ゥ
‘
ソ
ー
ァ
師
1
、
自
＿
フ
悟
リ
玉
ヘ

ル
‘
是
＿
＿
不
ラ
ム
助
玉
ハ
人
｝
愁
う
哉
。
我
レ
今
奉
ル
蹄
命
、
立
奴
玉
ヘ

我
ヵ
兒
難
う
。
（
中
略
）
願
ハ
照
、
ソ
ー
ァ
我
悲
う
、
願
ハ
萎
ミ
我
ヵ
歎
う

給
へ
卜
叫
ヒ
了
＿
ァ
泣
／
ヽ
家
＿
＿
蹄
ヌ
。
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〔
プ
ロ
ッ
ト
3
〕

⑤
爾
時
世
尊
以
天
眼
耳
徹
聰
聞
見
。
以
神
足
力
至
雪
山
北
。
入
鬼
住
慮
結

蹴
朕
坐
。
是
時
小
兒
至
鬼
住
慮
゜
遥
見
如
来
光
色
柄
然
。
三
＋
―
-
相
八

十
種
好
荘
厳
其
身
。
獲
歓
喜
心
向
於
如
来
。
謂
是
悪
鬼
随
意
食
之
。

↓
爾
時
、
尺
迦
如
来
、
以
テ
天
眼
う
逼
＿
＿
御
覧
、
ソ
此
等
ー
有
様

r
ヲ
以
テ

ナ
タ

天
耳
う
其
ー
悲
ー
聟
ヲ
聞
‘
ソ
食
、
ソ
ー
ァ
青
蓮
慈
悲
之
御
眼
＿
＿
涙
ク
マ
シ
ウ

覺
、
ソ
食
、
ソ
ケ
＞
り
以
神
通
う
飛
、
ソ
ー
ァ
彼
ー
鬼
王
ー
住
所
1

1

1

*

1

ァ
、
雪

（
入
）
山
J
北
／
塚
ー
中
＿
＿
至
ァ
住
、
ソ
給
ヒ
ヌ
。
妥
＿
＿
少
兒
世
尊
J
住
、
ソ

給
さ
ル
ヲ
見
ル
ー
ー
相
好
光
明
微
妙
可
亨
）
愛
ー
ー
シ
テ
ナ
ッ
カ
シ
ウ
貴
ゥ

御
、
ソ
ケ
ル
時
こ
小
心
―
ー
思
様
A
‘
「
此
人
ハ
ヨ
モ
食
ム
ル
人
ヨ
悪
鬼
テ

ハ
ア
ラ
シ
。
我
＞
見
ル
ー
ー
此
人
↓
、
ス
A

ロ
ニ
歓
喜
之
心
ア
リ
。
定
メ

＿
ァ
非
、
ソ
悪
鬼
J
害
ス
ル
ー
；
＂
人
う
。
設
ヒ
又
被
ル
ト
モ
害
セ
イ
カ
ニ
セ

マ
フ
リ

ム
ソ
」
卜
思
＿
ァ
諭
上
ヶ
奉
＿
ァ
立
ク
ル
ー
ー
、

⑥
是
時
世
尊
告
日
。
那
優
羅
如
汝
所
言
。
我
今
是
如
来
至
箕
等
正
覺
。
故

来
救
汝
及
降
此
鬼
。
那
優
羅
歓
喜
頭
面
證
足
。
時
世
尊
興
説
妙
義
。
即

於
座
上
諸
塵
垢
盤
得
法
眼
浄
゜

↓
世
尊
告
ケ
テ
ノ
給
7
様
ハ
‘
「
如
ク
汝
ヵ
心
＿
＿
思
丸
我
ハ
是
＞
非
ス

悪
鬼
1,1::::
＂
。
尺
迦
如
来
翼
士
（
平
濁
）
正
覺
卜
云
ハ
我
事
也
。
降
伏
、
ど
ァ
悪

鬼
う
為
＿
＿
助
ム
ヵ
汝
う
来
ル
ナ
リ
」
卜
被
ル
し
仰
七
時
＿
＿
、
小
兒
大
キ

ー
ー
悦
＿
ァ
我
ヵ
父
母

1言
一
こ
』
勝
レ
ー
ァ
ナ
ッ
カ
シ
ウ
、
ウ
レ
シ
ウ
覺
テ
‘

佛
J
御
足
ヲ
礼
（
平
）
、
ど
ァ
目
近
ゥ
参
＿
ァ
候
＿
＿
、
世
尊
、
四
虞
（
去
）
訪
拿
獨
）

ノ
法
門
ヲ
説
キ
聞
ヵ
セ
給
7
、
ソ
時
＿
＿
、
少
兒
忽
＿
＿
得
キ
法
眼
浄
う
。

〔
プ
ロ
ッ
ト
4
〕

⑦
謡
鬼
還
本
慮
゜
遥
見
世
尊
端
坐
不
動
。
便
興
志
怒
。
雨
雷
電
欝
簾
或
雨

刀
剣
。
未
堕
地
頃
。
如
来
化
作
優
鉢
蓮
華
。
復
雨
種
種
神
力
如
来
随
而

降
之
。
沙
門
衣
毛
不
動
。

↓
悪
鬼
見
＿
ァ
佛
ー
住
、
ソ
給
う
起
大
蹴
（
去
）
忠
う
、
雷
（
平
）
電
（
平
獨
）
欝
震
、
ソ
テ

刀
剣
ヲ
雨
フ
ラ
シ
テ
‘
欲
ス
害
セ
ム
ト
佛
う
。
刀
（
去
）
剣
（
上
）
雙
‘
ソ
ー
ァ
作

青
蓮
花
+
散
JV
佛
上
1
1
1

。
悪
鬼
思
様
ハ
‘
「
此
ー
沙
門
不
思
議
也
。
粛

ナ
ス

シ
ー
ァ
カ
う
為
＿
＿
障
難
う
乃
至
衣
ー
端
ヲ
タ
ニ
モ
ュ
ル
カ
ス
事
ヲ
エ
ス
。

⑧
我
今
営
往
問
其
深
義
。
（
中
略
）
時
鬼
問
日
。
何
等
是
故
行
新
行
及
行

滅
。
世
尊
告
日
。
営
知
眼
是
故
行
。
嚢
時
所
造
縁
病
成
行
。
耳
鼻
口
身

意
此
是
故
行
。
今
身
所
造
身
一
二
口
四
意
三
此
是
新
行
営
知
故
行
滅
盛
。

更
不
興
起
復
不
造
行
。
能
取
此
行
永
已
不
生
永
盛
無
餘
。
是
謂
行
滅
。

鬼
白
佛
言
。
我
今
極
飢
蹄
我
少
兒
゜

↓
今
問
ヒ
奉
ァ
難
義
う
、
制
（
去
）
伏
セ
ム
ト
思
＿
ァ
問
皐
ル
様
り
「
沙
門

何
等
故
行
、
何
等
ヵ
新
（
さ
行
、
何
等
ヵ
行
滅
」
卜
云
リ
。
難
事
ヲ
問

ヒ
奉
ッ
ル
ヲ
佛
ヶ
、
ヤ
ス
／
ヽ
ト
答
が
給
7
様
ハ
‘
「
過
去
ー
身
三
口

四
意
三
ハ
是
ル
故
行
、
現
在
＿
一
起
コ
ル
ハ
新
行
、
行
拿
欄
）
、
ソ
畢
-
T
、
不

レ
~
起
つ
行
（
平
躙
）
永
ゥ
不
ル
生
（
去
）
是
レ
行
滅
ナ
リ
」
卜
。
鬼
神
カ
ナ
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シ
ウ
被
＿
ァ
答
f
工
不
難
(
〒
)
+
。
サ
テ
、
濫
云
7
様
リ
「
我
極
メ
テ
飢

り
ヘ
タ
リ
。
何
故
リ
奪
ゥ
ー
ァ
我
日
食
う
令
却
防
我
う
饉
（
平
琶
苦
+
°

我
＿
＿
此
ー
少
兒
ヲ
返
玉
へ
。
我
ヵ
今
日
）
所
食
也
」
卜
云
々
。

〔
プ
ロ
ッ
ト
5
〕

⑨
世
尊
告
日
。
昔
我
為
菩
薩
時
。
有
鵠
投
我
我
尚
不
惜
身
命
彼
鵠
厄
゜
況

今
已
成
如
来
。
能
捨
此
兒
令
汝
食
敢
゜
汝
迦
葉
佛
時
曾
作
沙
門
。
修
持

梵
行
後
復
犯
戒
。
生
此
藤
鬼
。

↓
世
尊

1言
ク
‘

「
我
レ
昔
未
切
ソ
成
仏
セ
時
タ
ー
ー
モ
替
鵠
之
割
身
↓

況
今
已
＿
一
成
仏
セ
リ
。
捨
テ
し
人
類
ヨ
与
ヘ
ム
汝
'
,
ー
事
不
卜
思
モ
寄
う

ノ
給
＿
ァ
鬼
神
ヲ
恥
、
ソ
メ
給
7
様
ハ
‘
「
サ
モ
ア
ラ
ス
。
汝
ハ
昔
、
ソ
迦
葉

シ

テ

ャ

フ

仏
1
時
、
為
沙
門
+
行
セ
ヽ
ソ
梵
行
う
者
ー
ソ
カ
、
ソ
。
サ
コ
ソ
破
＿
ァ
梵
行

ぅ
、
今
日
成
悪
鬼
＋
。
元
力
漸
盆
獨
）
愧
モ
人
ヲ
可
食
う
様
ャ
ハ
有
ル
」

カ
イ

卜
被
＿
ァ
仰
セ
即
借
テ
神
力
う
令
メ
知
＿
フ
宿
命
う
給
7
時＿＿‘

⑩
時
彼
悪
鬼
手
敷
千
雨
金
奉
上
世
尊
。
我
今
以
此
山
谷
。
施
招
提
僧
。
唯

願
世
尊
興
我
受
之
。
世
尊
即
受
。

↓
願
ハ
以
我
＞
此
）
山
谷
（
入
）
井
＿
＿
千
雨
ー
慎
（
去
）
金
（
上
）
う
奉
ル
世
尊
,,1

々
々
可
、
ソ
ト
納
受
、
ソ
玉
フ
之
う
。
如
ク
此

1
/
‘
再
（
上
）
―
―
一
申
ス
時
＿
＿

之
う
。

ュル

世
尊
許
、
ソ
玉
ヒ
キ

〔
プ
ロ
ッ
ト
6〕

⑪
鬼
曰
更
有
何
教
。
世
尊
告
曰
。
捨
汝
本
形
著
三
法
衣
而
作
沙
門
。
入
跛

祇
城
慮
慮
教
令
。
（
中
略
）
今
度
那
優
羅
小
兒
。
及
降
毘
沙
縣
鬼
。
汝

等
可
往
至
彼
受
化
。
時
毘
沙
鬼
於
跛
祇
國
゜
唱
如
是
言
。

↓
サ
テ
、
感
鬼
重
＿
ァ
申
＿
ァ
云
々
「
世
尊
有
ラ
ハ
教
勅
1

、
我
＞
可
、
ソ
ト

キ
テ

奉
行
ス
之
う
」
佛
言
ク
ヽ
「
汝
著
沙
門
ー
三
衣

T
、
入
＿
ァ
抜
（
入
獨
）
祇
（
上

漏）城（上羹）一
1

一
可
、
ょ
流
布
ス
此
次
第
う
」
鬼
神
承
＿
ァ
仏
ー
教
勅
う
、
入
テ

城
l
l
I

普
ク
鐙
ァ
言
ク
‘
「
今
日
尺
迦
牟
尼
世
尊
度
、
ど
ァ
那
優
羅
少
兒
ヲ

祓
ヒ
其
ー
厄
難
ヲ
降
伏
、
ど
ァ
毘
沙
々
惑
鬼
う
令
ム
起
コ
サ
善
心
う
汝
等

チ
早
ク
往
詣
（
士
獨
）
シ
ー
ァ
佛
所
'
1

一可
f

丑攀
1

一
受
ス
佛
教
う
」
卜
學
＿
ァ
要
う

告
ヶ
ノ
A

シ
A

カ
ハ
、

⑫
是
時
長
者
善
覺
゜
聞
此
語
已
喜
躍
不
勝
。
府
八
萬
四
千
人
民
之
衆
。
至

世
尊
所
。
キ
A

↓
長
者
善
覺
聞
此
言
う
了
＿
ァ
、
歓
喜
ー
涙
夕
雨
ト
フ
リ
、
踊
躍
ー
心
餘
ル

身
'1'
。
輝
ァ
八
万
四
千
ー
人
民
う
詣
リ
テ
キ
世
尊
ー
慮
＿
一
ー
。

引
用
が
長
く
や
や
煩
瑣
に
な
っ
た
が
、
右
の
①
S
⑫
を
通
覧
し
て
、
注

意
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
登
場
人
物
の
心
中
に
立
ち
入
っ
て
心

の
動
き
を
克
明
に
描
き
、
会
話
表
現
を
充
実
さ
せ
て
叙
述
の
展
開
の
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
は
、
前
稿
の
唐
岸
禅
師
の
往

生
説
話
と
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。

毘
沙
々
の
会
話
・
心
内
文
に
注
目
す
る
と
、
②
で
は
「
汝
等
莫
離
此
慮

至
他
邦
土
」
に
対
応
す
る
箇
所
が
、
「
イ
ッ
ク
ノ
雲
ー
ハ
テ
海
ー
ハ
テ
ニ

ア
リ
ト
モ
我
ヵ
手
ヲ
ハ
不
可
離
神
。
而
ヲ
去
＿
ァ
移
ラ
ム
ト
他
國
之
擬
ス
ル
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之
条
、
甚
り
以
愚
ナ
リ
。
」
と
な
っ
て
お
り
、
仮
名
書
き
自
立
語
を
多
用

し
て
の
翻
案
と
見
ら
れ
る
。
⑦
で
は
、
地
の
文
「
沙
門
衣
毛
不
動
」
の
箇

所
を
「
悪
鬼
思
様
り
此
ー
沙
門
不
思
議
也
。
粛
、
ど
ァ
カ
う
為
＿
＿
障
難
う

乃
至
衣
｝
端
ヲ
タ
ニ
モ
ユ
ル
カ
ス
事
ヲ
エ
ス
。
」
と
心
内
文
の
表
現
を
採

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
⑧
は
『
経
律
異
相
』
で
も
会
話
表
現
で
あ
る
が
、

『
諸
事
表
白
』
で
は
飢
え
の
た
め
小
児
を
求
め
訴
え
る
箇
所
に
付
加
要
素

と
お
ぼ
し
い
も
の
が
多
く
観
察
さ
れ
る
。

善
覚
の
一
子
を
失
う
悲
し
み
を
訴
え
る
下
り
も
、
③
・
④
の
会
話
部
分

に
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
そ
の
切
実
さ
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ

る
が
、
中
で
も
④
「
救
玉
へ
我
子
ー
命
チ
ヲ
」
と
何
度
も
繰
り
返
す
箇
所

に
端
的
に
表
れ
て
い
る
§
2
)
0

コ

⑤
に
お
い
て
、
那
優
羅
が
世
尊
と
対
面
す
る
箇
所
も
、
「
小
心
＿
＿
思
様

ハ
」
と
し
て
那
優
羅
の
心
中
を
克
明
に
描
く
形
で
叙
述
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
釈
迦
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
経
律
異
相
』
に
お
い
て
会
話
文
を
多

用
し
て
い
る
が
、
釈
迦
が
悪
鬼
の
因
縁
を
語
る
⑨
に
つ
い
て
「
サ
モ
ア
ラ

ス
」
、
「
サ
コ
ソ
」
と
仮
名
書
き
自
立
語
を
付
加
し
て
会
話
文
を
翻
案
し

て
い
る
点
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

次
い
で
、
『
経
律
異
相
』
に
認
め
ら
れ
ず
、
『
諸
事
表
白
』
に
の
み
見

ら
れ
る
表
現
の
特
徴
と
し
て
、
対
句
表
現
の
多
用
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し

た
い
。
こ
れ
は
、
先
の
唐
岸
禅
師
の
往
生
説
話
の
方
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
本
説
話
の
特
徴
で
あ
る
。

③
「
無
、
ソ
兄
1

、
無
、
ょ
弟
＋
、
無
、
ソ
他
腹
一
、
無
、
ソ
養
子
（
平
獨
）
1

」、

「
以
モ
七
珍
万
賓
う
不
可
償
う
、
以
モ
百
千
／
牛
羊
（
上
）
う
不
可
替
↓
」

は
一
人
っ
子
那
優
羅
が
い
か
に
善
覚
長
者
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
子

で
あ
る
か
の
思
い
を
対
句
に
よ
っ
て
量
的
に
補
強
、
充
実
さ
せ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
父
母
と
子
の
別
れ
を
惜
し
む
箇
所
に
も
、
「
父

母
春
属
ハ
悲
ァ
少
兒
T
泣
キ
、
少
兒
ハ
慕
父
母
う
泣
」
と
対
句
表
現
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
④
も
、
「
四
大
天
王
」
の
句
と
「
梵
天
帝
尺
」
の
句
で

対
句
を
構
成
し
、
善
覚
の
訴
え
を
強
調
し
て
い
る
。
⑪
「
今
度
那
優
羅
小

兒
。
及
降
毘
沙
悪
鬼
」
を
「
今
日
尺
迦
牟
尼
世
尊
、
度
、
ど
ァ
那
優
羅
少
兒

う
祓
ヒ
其
J
厄
難
う
、
降
伏
、
ど
ァ
毘
沙
々
悪
鬼
う
令
ム
起
コ
サ
善
心
う
」

と
対
句
に
改
変
し
、
⑫
「
喜
躍
不
勝
」
を
「
歓
喜
J
涙
夕
雨
卜
7
I
J
、
踊

躍
J
心
餘
ル
身
V
」
の
如
く
や
は
り
対
句
表
現
を
採
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
説
話
は
対
句
へ
の
表
現
志
向
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
一
項
な
ら
ず
数
項
を
対
と
し
て
具
体
の
量
に
物
を
言
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
描
写
の
肉
付
け
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

[II]
両
者
の
相
違
す
る
箇
所

固
『
経
律
異
相
』
に
存
し
『
諸
事
表
白
』
に
認
め
ら
れ
な
い
箇
所

叙
述
内
容
は
共
通
す
る
が
そ
の
表
現
の
細
部
に
お
い
て
異
な
る
点
に
つ

い
て
は
、

[
I
]
で
見
て
お
い
た
。
こ
こ
で
は
叙
述
内
容
そ
の
も
の
が
『

経
律
異
相
』
と
『
諸
事
表
白
』
で
異
な
っ
て
い
る
箇
所
を
拾
い
出
し
て
み

た。
な
お
細
か
く
見
れ
ば
他
に
も
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
こ
こ

に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
は
主
と
し
て
次
の
三
箇
所
が
あ
る
。

⑬
彼
悪
鬼
。
是
鬼
敢
人
骨
満
換
谷
。

⑭
設
不
能
報
我
者
営
持
汝
雨
脚
榔
著
海
南
。
佛
言
。
若
人
非
人
無
能
持
我
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雨
脚
榔
海
南
者
。

⑮
便
説
此
偶
。
園
果
施
清
浄
及
作
木
橋
梁
設
能
造
大
船
及
諸
養
生

具
宣
夜
無
禦
怠
獲
福
不
可
量
法
義
戒
成
就
終
後
生
天
上

佃
『
経
律
異
相
』
に
無
く
、
『
諸
事
表
白
』
に
の
み
認
め
ら
れ
る
箇
所

こ
れ
も
細
部
に
つ
い
て
は
枚
挙
に
退
が
無
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は

登
場
人
物
の
性
格
や
言
動
に
関
わ
ら
な
い
次
の
箇
所
に
注
意
し
て
お
き
た

。ヽ≫
 
⑯
昔
‘
ぷ
佛
在
世
ー
時
、

ソ
モ
<

⑰
抑
尺
迦
如
来
ハ
世
＿
＿
在
ィ
＿
ァ
未
防
降
伏
セ
者
ヲ
‘
ソ
ー
ァ
降
伏
、
ソ
、
未
肪
度

脱
↓
者
ヲ
‘
ど
ァ
令
ム
度
脱
七
゜

⑱
尺
迦
如
来
在
世
ー
時
ハ
皆
如
此
候
ヒ
キ
。

⑯
は
、
説
話
の
冒
頭
部
、
⑱
は
説
話
の
末
尾
の
箇
所
で
結
び
の
文
言
で
あ

る
。
⑰
は
、
善
覚
長
者
の
会
話
部
で
仏
に
子
の
救
命
を
願
う
箇
所
で
あ
る
。
‘

い
ず
れ
も
「
佛
在
世
」
を
取
り
立
て
て
述
べ
る
意
図
が
濃
厚
で
あ
る
。

[II]
の
固
・
佃
の
箇
所
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
本
説
話
を
含
む
施
主
分

の
主
張
と
の
関
わ
り
で
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
か
ら
、
団
で
改

め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
事
実
の
指
摘
に
止
め
て
お
く
。

⑱
表
現
上
の
特
徴

前
稿
二
と
同
様
、
こ
こ
で
も
図
の
作
業
を
承
け
、
説
話
部
の
言
語
的
特

徴
を
抽
出
し
て
み
た
い
。

①
文
字
・
表
記
（
仮
名
書
き
語
）

本
説
話
部
に
は
漢
字
本
位
に
小
書
き
の
片
仮
名
を
交
え
用
い
る
表
記
体

の
中
に
あ
っ
て
、
大
書
の
片
仮
名
も
散
見
す
る
。

自
立
語
の
う
ち
、
名
詞
で
は
、
「
ハ
テ
（
果
）
」
「
ニ
エ
（
贄
）
」
、

動
詞
で
は
、
「
ア
リ
ト
モ
（
有
）
」
「
タ
チ
キ
セ
テ
（
着
）
」
「
ユ
ル
カ

ス
（
揺
）
」
「
ノ
A

シ
A

カ
ハ
」
「
カ
イ
具
（
シ
）
テ
」
が
あ
り
、
形
容

詞
・
副
詞
の
類
で
は
、
「
ナ
ッ
カ
シ
ウ
」
「
ウ
レ
シ
ウ
」
「
カ
ナ
シ
ウ
」

の
感
情
形
容
詞
の
他
、
「
ス
A

ロ
ニ
」
「
ヤ
ス
く
卜
」
「
ヨ
モ
」
「
エ
」

な
ど
、
指
示
詞
で
は
、
「
サ
リ
ト
テ
」
「
サ
ラ
ハ
」
「
サ
ハ
」
「
サ
モ
ア

ラ
ス
」
「
サ
コ
ソ
」
「
ソ
レ
ニ
」
「
イ
ッ
ク
ノ
」
「
イ
カ
ニ
モ
く
」
「

イ
カ
ニ
セ
ム
ソ
ト
」
等
が
見
え
る
。
附
属
語
で
は
、
助
動
詞
で
は
打
消
推

量
の
「
（
ア
ラ
）
シ
」
、
過
去
の
「
ケ
リ
」
、
副
助
詞
「
タ
ニ
」
等
が
拾

わ
れ
る
他
、
仮
名
書
き
自
立
語
に
下
接
す
る
も
の
が
あ
る
。

②
音
声
（
音
便
）

本
説
話
に
は
音
便
を
多
用
す
る
傾
向
が
顕
著
に
窺
わ
れ
る
。

ま
ず
、
動
詞
に
つ
い
て
、
イ
音
便
の
例
と
し
て
は
、
「
置
ィ
テ
」
、

カ
イ
「
借
テ
」
、

「
カ
イ
具
テ
」
の
四
例
が
存
し
、
ウ
音
便
も
、

「
問
ヵ
セ
給
？
ソ
時
」
と
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
に
見
え
る
。

撥
音
便
と
解
す
べ
き
例
も
「
成
惑
鬼
卜
」
の
一
例
が
指
摘
で
き
る
が
、
中

「
送
ク
テ
」
、

ァ
ッ
マ
テ

で
も
促
音
便
と
解
す
べ
き
例
が
最
も
多
く
、
「
一
所
＿
＿
票
」
、

「
至
ク
テ
」
の
如
く
ラ
行
四
段
活
用
動
詞
に
九
例
、
ハ
行
四
段
活
用

シ
ク
レ
テ

動
詞
に
「
慕
父
母
う
」
の
一
例
が
数
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

在
ィ
テ
」
、

ウ
ハ
ウ

「
奪
テ
」
、
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非
音
便
形
の
例
は
本
説
話
内
に
は
見
え
な
い
。

次
い
で
、
形
容
詞
に
つ
い
て
は
、
「
元
ィ
歎
」
の
イ
音
便
形
が
一
例
（

非
音
便
形
は
二
例
）
、
「
多
り
」
、
「
無
ウ
シ
テ
」
等
の
ウ
音
便
が
十
三

例
と
多
く
、
非
音
便
形
は
「
元
ク
シ
ー
ァ
極
T
」
、
「
ナ
ク
シ
テ
」
の
二
例

の
み
で
あ
る
。

③
語
法
（
過
去
の
助
動
詞
、
係
結
び
の
使
用
）

本
説
話
で
は
、
過
去
の
助
動
詞
と
し
て
は
キ
も
ケ
リ
も
用
い
る
。

〇
昔
、
ぷ
佛
在
世
ー
時
抜
（
入
獨
）
祇
（
上
羹
）
國
＿
＿
有
lJ
キ
毘
沙
々
卜
申
ス
悪
鬼
。

エキ

0
小
兒
忽
＿
＿
得
法
眼
浄
（
平
潤
）
う
。

0
世
尊
、
許
玉
ヒ
キ
之
う
。

〇
尺
迦
如
来
在
世
ー
時
＿
＿
ハ
皆
如
此
候
ヒ
キ
。

0
ナ
ッ
カ
シ
ウ
貴
ゥ
御
、
ソ
ケ
ル
時
＿
＿
‘

〇
我
レ
昔
行
、
ソ
梵
う
ケ
ル
沙
門
ヵ
今
成
＿
ァ
怒
鬼
+
‘

強
意
の
係
結
び
と
し
て
は
、

0
人
コ
ソ
多
ゥ
候
ヒ
ケ
メ
‘

0
サ
ハ
大
鬼
神
大
（
き
ー
牌
ー
悪
鬼
コ
リ
無
ラ
メ
情
。

の
如
く
、
コ
ソ
に
よ
る
例
が
見
え
る
。

④
語
彙
（
訓
読
語
、
和
文
語
、
記
録
語
他
）

本
説
話
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
語
と
和
文
語
と
が
混
在
し

て
い
る
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
訓
読
語
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

[
Sむ
と
欲
す
]

マモ

0
最
（
去
）
愛
元
ク
シ
ー
ァ
極
ガ
、
如
、
ソ
守
ル
ヵ
眼
精
う
。

〇
鬼
王
ー
窟
ー
ロ
チ
ー
ー
置
ィ
＿
ァ
欲
ス
ル
ー
ー
蹄
う
ム
ト
、

[
い
ま
だ
]

〇
尺
迦
如
来
ハ
世
＿
＿
在
ィ
テ
未
紗
降
伏
セ
者
ヲ
‘
ど
ァ
降
伏
、
ソ
ヽ

[
き
は
め
て
]

ミ

タ

リ

ウ

ヘ

0
サ
テ
濫
一
三
{
7
様
リ
、
我
極
さ
ァ
飢
タ
リ
。

[
す
で
に
]

〇
況
今
已
＿
一
成
佛
セ
リ
0

• 

写
も
そ
も
]

ソ
モ
く

〇
抑
尺
迦
如
末
ハ
世
＿
＿
在
ィ
＿
ァ
未
防
降
伏

t
者
ヲ
‘
ど
ァ
降
伏
、
ソ
、
未
肪
度

脱
セ
者
ヲ
‘
ど
ァ
令
ム
度
脱
七
゜

[
た
と
ひ
]

〇
設
ヒ
又
被
ル
ト
モ
害
ボ
イ
カ
ニ
セ
ム
ソ
ト
思
テ
‘

[
と
き
に
]

0
時
三
人
ノ
長
者
ア
リ
。
名
一
ァ
日
7
善
覺
＋
。

公
だ
り
に
]

0
サ
テ
濫
三
H
7
様
リ
、
我
極
メ
ー
ァ
飢
タ
リ
。

[
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
、
已
然
形
]

0
行
拿
漏
）
、
ソ
畢
ァ
、
不
レ
＂
起
う
行
拿
獨
）
永
ゥ
不
ル
生
（
士
）
是
レ
行
滅

t

リ
ト
。

[
比
況
の
助
動
詞
「
ご
と
し
」
]
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涵
役
の
助
動
詞
「
し
む
」
]

〇
何
故
リ
奪
？
ァ
我
日
食
う
令
劫
防
我
う
饉
（
平
躙
）
苦
+
°

涵
容
詞
連
用
形
＋
し
て
]

0
イ
カ
ニ
モ
/
‘
ス
ヘ
キ
様
ナ
ク
シ
テ
、

一
方
に
、
平
安
時
代
後
半
期
の
訓
点
資
料
に
は
通
常
見
出
し
が
た
い
、

平
安
仮
名
文
学
作
品
に
見
え
る
和
文
語
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。

[
あ
り
さ
ま
]

〇
尺
迦
如
来
、
以
テ
天
眼
う
、
遥
＿
＿
御
覧
、
ソ
此
等
）
有
様

r
ヲ

言
れ
し
]

〇
少
兒
大
キ
ニ
悦
一
ァ
我
ヵ
父
母
）
言
ニ
モ
勝
セ
ァ
ナ
ッ
カ
シ
ウ
ウ
レ
シ
ウ

覺
テ
‘

[
な
っ
か
し
]

〇
少
兒
大
キ
ニ
悦
一
ァ
我
ヵ
父
母
）
言
ニ
モ
勝
＞
一
ァ
ナ
ッ
カ
シ
ウ
ウ
レ
シ
ウ

覺
テ
‘

冠
だ
（
涙
）
ぐ
ま
し
]ナタ

0
青
蓮
慈
悲
之
御
眼
ー
ー
涙
ク
マ
シ
ウ
覺
、
ソ
食
‘
ソ
ケ
レ
ハ
‘

田
も
]

〇
此
人
ハ
ヨ
モ
食
ム
J
V
人
ヲ
縣
鬼
テ
ハ
ア
ラ
シ
。

冗
（
副
詞
）
]

〇
鬼
神
カ
ナ
シ
ウ
被
一
ァ
答
f

エ
不
難
（
平
）
＋
。

守
ず
ろ
に
]

〇
我
レ
見
ル
ニ
此
人
う
ス
A

ロ
ニ
歓
喜
之
心
ア
リ
。

涵
去
推
量
の
助
動
詞
「
け
む
」
]

0
人
コ
リ
多
ゥ
候
ヒ
ケ
メ
‘

[
現
在
推
量
の
助
動
詞
「
ら
む
」
]

0
四
大
天
王
ハ
居
、
ソ
ー
ァ
須
禰
半
腹
苫
日
近
ゥ
見
給
フ
ム
。

涵
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
]

（
前
掲
）
さ
ら
に
、
記
録
語
の
類
と
認
む
べ
き
も
の
も
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。

冨
以
]

〇
而
ヲ
考
ァ
移
ラ
ム
ト
他
國
'1

一
擬
ス
ル
之
条
、
甚
ク
以
愚
ナ
リ
。

[
了
]

シ
メ
ソ

〇
カ
イ
具
＿
ァ
輝
ァ
家
＿
―
-
令
績
ヵ
其
ー
跡
+
ヲ
了
ヌ
。

こ
れ
に
関
し
て
、
本
説
話
の
漢
語
と
し
て
、
類
話
の
『
経
律
異
相
』
に

見
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
「
評
定
」
（
前
掲
例
文
①
）
、
「
撮
領
」
（

②
)
、
「
承
諾
」
（
②
)
な
ど
が
注
意
さ
れ
る
。

ま
た
、
会
話
の
引
用
形
式
に
「
様
」
に
よ
っ
て
導
く
形
式
の
用
い
ら
れ

て
い
る
点
（
前
掲
例
文
②
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧
）
は
、
先
の
岸
禅
師

説
話
と
同
様
で
あ
っ
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。
但
し
、
こ
の
「
様
」
は
前

掲
例
文
⑧
ま
で
で
、
⑨
以
降
は
ク
語
法
に
よ
る
形
式
（
「
世
尊
ー
言
ク
」

な
ど
）
で
語
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
〈
和
漢
混
渚
文
型
〉
と
説
か
れ
る
（
注
3
)

「
だ
に
…
。

イ
ハ
ム
ヤ
…
。
」
の
文
型
も
見
ら
れ
る
。

0
世
尊
ー
言
ク
‘

「
我
レ
昔
未
切
ソ
成
佛
叱
時
タ
ー
ー
モ
替
鵠
之
割
身
う
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況
今
已
＿
一
成
佛
セ
リ
。

こ
の
よ
う
に
、
本
説
話
の
語
彙
は
、
漢
文
訓
読
調
を
示
す
も
の
に
限
定

さ
れ
な
い
多
彩
な
も
の
で
あ
っ
て
、
和
文
語
、
記
録
語
な
ど
が
混
在
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

⑤
敬
語

先
の
岸
禅
師
説
話
と
同
様
に
、
本
説
話
の
敬
語
表
現
も
多
様
で
あ
り
、

尊
敬
語
に
、
「
御
覧
ず
」
（
前
掲
例
文
④
）
、
「
の
た
ま
ふ
」
（
同
⑥
）
、

「
お
ほ
（
仰
）
す
」
（
同
⑥
）
、
「
お
ぼ
し
め
す
（
覚
食
）
」
（
同
⑤
）
、

「
き
こ
し
め
す
（
聞
食
）
」
（
同
⑤
）
、
補
助
動
詞
の
「
た
ま
（
給
）
ふ
」

（
同
④
）
が
あ
り
、
謙
譲
語
に
は
、
「
ま
う
（
申
）
す
」
（
同
②
）
、
「

た
て
ま
つ
（
奉
）
る
」
（
同
⑧
）
、
「
ま
う
（
詣
）
づ
」
（
同
⑫
）
が
あ

る。

T
寧
語
に
関
し
て
は
、

〇
昔
、
ソ
佛
在
世
ー
時
、
抜
（
入
瀾
）
祇
（
上
獨
）
國
＿
＿
有
IJキ
毘
沙
々
卜
申
ス
悪
鬼
。

0
ソ
レ
ニ
人
コ
リ
多
ゥ
候
ヒ
ケ
メ
‘

と
、
常
体
、
敬
体
の
ゆ
れ
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
も
岸
禅
師
説
話
と
共
通

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

団
第
五
篇
の
法
会
に
お
け
る
当
該
説
話
引
用
の
意
図

本
説
話
は
、
第
五
篇
の
「
施
主
分
」
に
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
施
主
分
の

冒
頭
は
、

〇

施

主

分

ャ
A

カ
サ

抑
亡
魂
聖
震
逝
去
之
後
チ
、
日
藪
稽
重
ナ
レ
リ
。
哀
レ
ー
ー
悲
ゥ
コ
ソ
覺

ヘ
候
へ
゜

で
始
ま
り
、
年
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
熊
野
殿
の
死
を
悼
む
こ
と
か
ら
語

り
起
さ
れ
る
。

そ
し
て
、

〇
凡
忍
修
、
ょ
追
善
ヲ
御
ス
ハ
皆
是
レ
長
（
平
）
年
會
）
／
人
<
‘
被
＞
訪
f
御

3
虞
ハ
是
＞
童
（
平
）
雅
（
上
躙
）
／
之
齢
ヒ
也
。
事
ー
次
第
寅
ー
ー
以
＿
ァ
逆
也
、

無
常
之
悲
ミ
欲
＞
ハ
申
舟
ム
ト
涙
ク
先
ク
チ
可
落
チ
ヌ
。
尺
尊
若
、
ソ
世

＿
＿
御
イ
セ
シ
カ
ハ
参
ァ
此
事
ヲ
モ
奉
lJ問
七
御
、
ソ
ナ
マ
シ
。
如
来
在
世

ヤ
メ

_
＿
"
有
ル
愁
f
者
ハ
参
＿
ァ
奉
＞
ハ
問
ヒ
因
縁
う
説
キ
聞
セ
ー
ァ
止
愁
ヨ
有

ャス

ル
歎
斗
者
ー
ハ
奉
＞
ハ
問
由
来
ヲ
教
、
ソ
ヘ
サ
ト
シ
テ
慰
メ
歎
う
御
、
ソ
キ
。

コ

ノ

コ

ロ

イ

タ

ッ

ラ

尺
尊
入
滅
之
今
比
ハ
徒
一
面
受
‘
r
徒
＿
＿
歎
＿
ァ
不
覺
ー
涙
タ
ー
ー
落
チ
可
ィ
救

う
人
モ
ナ
ク
、
可
ィ
助
↓
之
人
モ
ナ
シ
。
寅
＿
＿
悲
ィ
事
卜
覺
へ
候
。

と
説
き
、
本
説
話
が
配
さ
れ
る
。
右
に
は
、
釈
迦
滅
後
に
は
、
因
縁
を
世

尊
に
説
き
聞
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
の
叶
わ
な
い
こ
と
を
述
べ
、
童
雅
に
し

て
逝
去
し
た
追
善
の
対
象
た
る
亡
者
の
「
事
ー
次
第
」
が
「
逆
」
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
問
い
た
だ
そ
う
に
も
で
き
な
い
こ
と
を

悲
嘆
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
主
張
は
、
本
説
話
引
用
の
後
に
も
繰
り
返
さ
れ
、

〇
如
末
滅
後
ー
今
比
コ
リ
可
ィ
訴
↓
片
モ
無
ゥ
、
可
ィ
問
う
人
モ
無
ヶ
レ

り

禰

ョ

悲

ィ

事
T
候
へ
。

と
述
べ
る
。
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こ
こ
で
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
先
に
見
た
『
経
律
異
相
』
と
『
諸
事

表
白
』
の
両
者
の
相
違
す
る
部
分
に
再
度
着
目
し
て
み
る
。

ま
ず
、
『
経
律
異
相
』
に
し
か
存
し
な
い
箇
所
は
、
先
の
⑬
〈
悪
鬼
の

餌
食
と
な
っ
た
人
骨
が
渓
谷
に
満
ち
た
〉
、
⑭
〈
鬼
の
難
題
に
答
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
仏
の
両
脚
を
持
っ
て
海
南
に
投
棄
す
る
〉
、

⑮
偶
の
引
用
、
で
あ
る
。
⑬
・
⑭
は
、
い
ず
れ
も
鬼
の
悪
業
の
具
体
を
詳

述
す
る
箇
所
で
あ
る
が
、
語
り
手
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
冗
長
で
、
〈
人
食
い
〉

鬼
の
一
点
を
押
さ
え
れ
ば
事
足
り
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い

は
冷
酷
な
描
写
を
回
避
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
『
諸
事
表
白
』
に

は
見
え
な
い
。

一
方
、
『
諸
事
表
白
』
の
方
に
の
み
存
す
る
文
言
は
、
⑯
S
⑱
の
い
ず

れ
も
〈
仏
在
世
の
時
〉
を
殊
更
に
取
り
立
て
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
法

会
の
語
り
の
展
開
上
、
有
機
的
に
絡
ん
で
く
る
文
言
で
あ
り
重
要
で
あ
る
。

「
〈
仏
在
世
の
時
〉
は
悪
鬼
の
因
縁
を
釈
迦
自
ら
が
説
き
明
か
し
て
く
れ

た
」
と
い
う
叙
述
内
容
を
含
む
本
説
話
を
配
す
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
あ

く
ま
で
そ
れ
は
〈
仏
在
世
の
時
〉
ゆ
え
に
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ

と
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
当
該
法
会
開
催
の
〈
仏
滅
の
今
〉
と
対
比
さ
せ

て
悲
嘆
す
る
具
体
的
な
例
話
と
し
て
機
能
せ
し
め
ん
と
し
た
こ
と
が
判
明

す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
説
話
に
お
い
て
も
、
法
会
の
展
開
上
、
そ
の
主
張
の

抽
象
内
容
を
具
体
的
な
例
話
に
よ
っ
て
補
強
す
る
た
め
に
配
さ
れ
て
い
る

と
の
解
釈
に
到
る
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
仮
に
そ
の
よ
う
に
配
置
し

た
語
り
手
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
と
し
て
、
果
た
し
て
本
説
話
が
法
会
の

主
張
の
具
体
的
例
話
と
し
て
真
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
と
言
え
ば
、

必
ず
し
も
即
座
に
首
肯
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

当
該
の
施
主
分
の
本
筋
は
、
実
は
〈
仏
滅
の
今
〉
を
悲
嘆
す
る
こ
と
自
体

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
釈
迦
滅
後
で
あ
っ
て
も
、
十
九
歳
で
他
界

し
た
「
幼
（
去
）
稚
（
上
）
聖
震
」
が
〈
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
〉
、

〈
四
十
余
日
の
今
に
菩
提
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
〉
と
祈
願
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
は
、
〈
釈
迦
在
世
の
時
〉
に
は
よ
く
仏
の
教
勅

流
布
し
た
が
そ
れ
が
今
で
は
も
う
叶
わ
な
い
こ
と
を
悲
嘆
す
る
主
張
自
体

は
、
主
題
で
は
な
く
、
前
置
き
的
に
添
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
そ
の
部

分
を
こ
の
よ
う
に
強
調
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
主
題
自
体
を
見
え
に
く

く
す
る
叙
述
に
傾
斜
し
て
ゆ
く
危
険
性
を
卒
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
添
え
も
の
の
部
分
に
こ
れ
ほ
ど
長

大
な
説
話
を
配
置
す
る
こ
と
が
、
施
主
分
全
体
の
主
題
に
む
か
っ
て
ど
れ

ほ
ど
有
効
に
働
い
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
む
し
ろ
逆
効
果
と
の
判
断
を
下

さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は

主
題
と
の
不
整
合
乃
至
は
麒
鮪
が
存
す
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
む
す
び

以
上
、
『
諸
事
表
白
』
所
収
説
話
の
方
法
を
考
察
す
べ
く
、
仏
教
関
係

の
中
国
漢
文
に
類
話
の
見
出
せ
る
主
要
説
話
二
篇
を
取
り
上
げ
、
叙
述
の

内
容
、
表
現
の
比
較
を
通
し
て
、
漢
文
を
読
み
解
い
て
翻
訳
し
、
時
に
表
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現
を
大
き
く
改
変
し
て
言
葉
を
紡
い
で
ゆ
く
語
り
手
の
表
現
特
性
を
躙
明

せ
ん
と
試
み
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
の
置
か
れ
る
法
会
の
説
教

に
お
い
て
、
そ
の
説
話
が
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
語
り
手
の
翻
案
の
意
図
が
ど
の
辺
に
存
す
る
か
を
追
究
し
た
次

第
で
あ
る
。

直
接
の
依
拠
資
料
と
い
う
意
味
で
の
出
典
文
献
は
未
だ
特
定
で
き
て
お

ら
ず
、
ま
た
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
都
合
九
篇
の
法
会
の
筆
録
者
も
同
一

の
人
物
か
否
か
も
含
め
て
未
詳
で
あ
る
と
い
う
の
が
現
在
の
研
究
段
階
で

あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
か
か
る
類
話
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
ど
こ
ま
で

が
『
諸
事
表
白
』
の
独
自
の
表
現
行
為
と
し
て
認
め
得
る
か
は
精
確
に
は

測
定
で
き
て
い
な
い
と
い
う
限
界
の
存
す
る
こ
と
は
自
覚
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
説
話
の
語
り
の
構
造
、
作
品
論
と
い
っ
た
本

質
的
な
議
論
に
な
か
な
か
踏
み
込
め
な
い
も
ど
か
し
さ
は
あ
る
が
、
そ
の

一
階
梯
と
し
て
こ
こ
で
行
っ
た
作
業
を
通
し
て
、
二
篇
の
説
話
に
共
通
す

る
と
こ
ろ
の
、
《
漢
文
の
口
語
翻
案
》
の
手
法
を
抽
出
し
得
た
こ
と
は
そ

れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
草
案
集
、
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
ま
た
醍
醐

寺
本
薬
師
の
よ
う
な
鎌
倉
時
代
表
白
付
説
教
書
§
4
)

に
お
け
る
、
説
話
部

の
言
語
的
特
徴
に
概
ね
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
言
語
的
特
徴
と

は
、
大
書
の
仮
名
書
き
語
を
多
く
交
え
、
音
便
を
多
用
し
、
語
彙
・
語
法

で
は
漢
文
訓
読
語
に
限
定
さ
れ
ず
に
和
文
語
や
記
録
語
、
ま
た
口
語
的
語

詞
を
交
え
用
い
、
敬
語
も
登
場
人
物
相
互
の
関
係
を
語
る
指
標
と
し
て
多

彩
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

『
諸
事
表
白
』
の
語
り
の
方
法
は
、
従
属
す
る
と
こ
ろ
の
法
会
の
目
的

に
沿
う
よ
う
に
配
さ
れ
、
漢
文
の
仏
教
書
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
も
、
叙
述

の
展
開
に
お
い
て
も
、
一
っ
ひ
と
つ
の
表
現
に
つ
い
て
も
参
列
す
る
聴
衆

に
直
接
訴
え
る
力
を
持
つ
、
な
じ
み
の
あ
る
表
現
へ
と
自
在
に
改
変
す
る

こ
と
を
志
向
す
る
も
の
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
そ
の
自
在
さ
が
マ
イ
ナ
ス
方
向
へ
傾
く
と
、
こ
の
二
篇
に

つ
い
て
見
た
よ
う
な
、
本
筋
と
は
明
ら
か
に
別
の
主
張
が
顔
を
覗
か
せ
不

協
和
音
と
し
て
響
く
部
分
が
観
察
さ
れ
た
り
、
ま
た
本
題
の
主
張
と
説
話

が
噛
み
合
わ
ず
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
不
整
合
の
ま
ま
配
置
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
た
印
象
を
免
れ
得
な
い
状
況
が
生
じ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
不
整
合
乃
至
麒
甑
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
鎌
倉
時

代
に
お
け
る
天
台
関
係
の
法
会
の
語
り
の
流
動
性
乃
至
は
当
座
の
即
興
的

言
語
活
動
と
い
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
そ

の
営
為
自
体
に
意
味
を
見
出
す
な
ら
ば
、
『
諸
事
表
白
』
は
、
そ
の
生
々

し
い
実
態
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
の
意
義
を
帯
び
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

今
後
は
、
さ
ら
に
残
さ
れ
た
小
品
の
説
話
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
試
み

た
作
業
を
行
い
、
網
羅
的
に
こ
の
作
業
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

所
論
の
補
正
を
図
り
た
い
。
ま
た
、
依
然
未
詳
の
『
諸
事
表
白
』
各
篇
の

筆
録
者
の
検
討
や
出
典
探
索
も
継
続
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
際
に

は
、
一
二
の
悪
鬼
毘
沙
々
説
話
に
見
た
、
対
句
仕
立
て
の
表
現
志
向
の
有
無

と
い
っ
た
表
現
特
性
を
個
々
の
説
話
で
観
察
す
る
こ
と
な
ど
、
説
話
の
表

現
そ
の
も
の
に
注
目
す
る
こ
と
も
重
要
な
接
近
の
仕
方
で
あ
る
と
考
え
て
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[
や
ま
も
と

し
ん

い
る
。こ
の
よ
う
な
作
業
を
通
し
て
、
『
諸
事
表
白
』
の
、
説
話
文
献
の
中
で

の
位
置
付
け
を
行
い
、
ひ
い
て
は
そ
の
言
語
文
化
論
的
考
察
を
体
系
的
に

積
み
重
ね
る
こ
と
を
行
い
、
成
果
を
纏
め
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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「
日
光
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王
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収
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」
(
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8
、
平
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9
.
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)

(2)
但
し
、
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経
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叙
述
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る
『
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、
「
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文
言
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え
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る
。
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岸
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『
平
安
時
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録
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出
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滑
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吾
「
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倉
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に
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け
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